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「
有
言
実
行
」

　
　
目
標
は
地
域
に
貢
献
！

水耕栽培に取り組む中仙地域 熊谷拓哉さん
くまがい たくや
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表
紙
の
写
真
は
、
中
仙
豊
岡
地

区
の
熊
谷
拓
哉
さ
ん（
34
歳
）で
す
。

熊
谷
さ
ん
は
、
1.2 
ha
の
農
地
で
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
・
梅
・
桃
・
り
ん
ご
・

洋
梨
・
和
梨
・
プ
ル
ー
ン
を
栽
培
し
、

75
坪
の
農
業
用
ハ
ウ
ス
で
１
年
を

通
し
て
水
耕
レ
タ
ス
栽
培
を
し
て

い
ま
す
。
高
校
時
代
に
果
樹
を
専

攻
し
、
部
活
動
で
は
生
物
工
学
部

で
水
耕
栽
培
を
研
究
、
全
国
大
会

に
も
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
学
で
も
生
物
資
源
学
部
で
水

耕
栽
培
に
つ
い
て
研
究
し
た
そ
う

で
す
。
卒
業
後
、
物
流
に
つ
い
て

興
味
が
あ
り
地
元
企
業
に
就
職
し

ま
し
た
が
、
２
年
後
に
熊
谷
さ
ん

の
祖
父
が
他
界
し
た
た
め
農
園
を

守
ろ
う
と
就
農
す
る
こ
と
を
決
意

し
ま
し
た
。
熊
谷
さ
ん
の
祖
父
は

「
い
つ
来
て
も
、
果
物
が
買
え
る

果
樹
園
に
す
る
」
と
、
よ
く
話
を

さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
意

管
内
農
業
者
等
の
紹
介
①

管
内
農
業
者
等
の
紹
介
①

く
ま
が
い　

た
く
や

志
を
継
承
し
、祖
父
の
名
前
の「
房

松
」
か
ら
1
文
字
も
ら
い
、「
熊

谷
果
房
」
と
い
う
屋
号
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

就
農
し
た
年
の
種
苗
交
換
会
で
、

高
校
の
時
に
お
世
話
に
な
っ
た
水

耕
栽
培
の
プ
ラ
ン
ト
を
作
っ
て
い

る
企
業
の
方
と
再
会
し
、
レ
タ
ス

の
水
耕
栽
培
を
始
め
る
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
レ
タ
ス
は

「
キ
ュ
ア
グ
リ
ー
ン
」
と
「
ブ
ラ

ッ
ク
ロ
ー
ズ
」
と
い
う
２
種
類
の

品
種
を
栽
培
し
、
試
験
的
に
ケ
ー

ル
や
ハ
ー
ブ
も
栽
培
し
て
い
ま
す
。

「
キ
ュ
ア
グ
リ
ー
ン
」
は
、
高
校
・

大
学
で
も
研
究
し
て
い
た
品
種
で

し
た
。「
ブ
ラ
ッ
ク
ロ
ー
ズ
」
は
、

露
地
で
栽
培
す
る
と
真
っ
黒
で
苦

い
レ
タ
ス
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
水
耕
栽
培
で
は
違
う

結
果
が
出
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

い
、
取
り
入
れ
た
結
果
、
綺
麗
な

赤
み
が
か
っ
た
色
で
苦
み
も
な
い

レ
タ
ス
に
な
り
、
視
察
に
来
た
種

苗
会
社
の
方
達
も
驚
い
て
い
た
そ

う
で
す
。
水
耕
栽
培
に
よ
っ
て
、

祖
父
の
念
願
だ
っ
た
冬
場
の
果
物

を
栽
培
す
る
日
も
近
い
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
を

伺
っ
た
と
こ
ろ
、
地
域
に
貢
献
出

来
れ
ば
と
い
う
思
い
か
ら
農
園
を

利
用
し
た
農
福
連
携（
注
）を
考
え

て
い
て
、
今
年
の
１
月
か
ら
動
き

出
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
話
を
聞

い
て
い
て
、
と
て
も
誠
実
で
し
っ

か
り
と
し
た
考
え
を
持
っ
て
い
る

方
だ
と
感
じ
ま
し
た
。「
有
言
実

行
」
を
座
右
の
銘
と
す
る
熊
谷
さ

ん
の
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

広
報
専
門
副
委
員
長

　
　

玉
井　

慎
太
郎
（
中
仙
地
域
）

（
注
）障
害
者
等
の
農
業
分
野
で
の

活
躍
を
通
じ
て
自
分
の
生
き
が
い

を
創
出
し
、
社
会
参
加
を
促
す
取

り
組
み
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令和7年度　大仙市農作業標準賃金・料金表令和7年度　大仙市農作業標準賃金・料金表

備　　　　考区　　　　分 単　位 金額（税込）円

6,400

7,200

7,600

6,900

7,500

6,300

6,900

6,900

7,700

6,300

610

800

40

45

18,500

19,500

35,000

36,200

1,850

1,200

550

800

1,600

　大仙市農業委員会では、令和7年度の農作業標準賃金及び料金表について、次のとおり定めました。
　この表は、標準額ですので圃場状態や作業の難易度により当事者間で協議の上、決定する
目安としてご活用ください。（金額は、10％消費税が加算されています。）

トラクター

田 植 機

苗 代

コンバイン

耕 起

代 か き

田 植

側条施肥田植

直 播

育 苗

刈 取

一 貫 作 業

籾 運 搬

籾 乾 燥

籾 摺 り 調 整

籾 摺 り 調 整
(色彩選別含む）

地 上 防 除

オ ペ レ ー タ ー 1時間 1,400円

整 理 田

未 整 理 田

畑

整 理 田

未 整 理 田

整 理 田

未 整 理 田

整 理 田

未 整 理 田

―

緑 化 苗

硬 化 苗

整 理 田

未 整 理 田

整 理 田

未 整 理 田

・細粒耕起作業の場合は別途協
　議願います。

・肥料、農薬は委託者負担とし
　ます。
・すみ植えは含みません。
・苗運搬は含みません。
・側条施肥田植機で農薬を同時
　散布する場合は500円上乗せ
　とします。

・田植（直播）のみ

・圃場条件によります。

・農薬代は含みません。
・密苗単価は当事者間で協議願
　います。

・色彩選別単独の場合は、　　
　440円/30kg(税込）
　但し労賃は含まない。

・すみ刈は含みません。

・農薬代は含みません。

・一貫作業は刈取から調整まで
　とします。
・色彩選別料は含まない。

一 般 作 業 1日 8,000円 ・作業時間は８時間とし、賄い
　はなしとします。

10a

10a

10a

10a

10a

1 箱

1箱

片面 1ｍ

10a

10a

10a

60kg

60kg

60kg

10a（1回）

◎ 未整理田とは30a未満の圃場をいいます。

苗　　　　　運　　　　　搬

畦　　　畔　　　つ　　　き
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許
可
申
請
の
締
切
日
等

各
種
申
請
書
の
提
出
締
切
日
と
許
可
書
の

交
付
日
は
基
本
的
に
左
記
の
と
お
り
で
す
。

申請内容 締切日 許可書交付日

農地の権利移動の許可
（農地法第３条）　　 毎

月
20
日
頃

翌月の総会終了後
１週間以内

農地転用の許可
（農地法第４・５条）　

翌月の総会終了後１週間以内
もしくは３週間以内

農地中間管理事業に
関する申請

翌月の総会終了後
売買約10週間
賃借約6週間

買受適格証明申請 随時
受付

翌月の総会終了後
１～２日後

事務局（神岡支所内）…0187-72-4611（直通）
大 曲 分 室……………0187-63-1111（代表）
西仙北分室……………0187-75-2966（直通）
中 仙 分 室……………0187-56-2325（直通）
協 和 分 室……………018-892-3694（直通）
南 外 分 室……………0187-74-3001（直通）
仙 北 分 室……………0187-63-3003（代表）
太 田 分 室……………0187-88-1115（直通）

農業委員会へのお問い合わせは

NATIONAL
AGRICULTURAL

NEWS

全国農業
新聞

経営とくらしに役立つ
　　　情報をお届けします！

農家のための情報誌

『全国農業新聞』

◆発行日　週１回（金曜日）

◆発行元　全国農業会議所

◆購読料　月700円［送料、税込み］

○購読料の支払いは、JAの口座引落しが便利です
○お申込みは、農業委員会事務局または各分室まで　

経営とくらしを応援!!

　地域における賃借料の目安となる実勢の農地賃借料情報を次のとおり提供します。
　大仙市農業委員会管内における令和6年１月から１２月までに農地法及び農業経営基盤強化促進法等に
より締結（公告）された賃貸借における賃金料水準は次のとおりです。
　圃場の面積、形状、収量、日照、水利等の条件を勘案し、資材価格及び燃料費の
価格変動などを考慮して、貸し手、借り手の当事者間で協議のうえ、賃借料を決定する
目安としてご活用下さい。
※この情報は、１年間の平均を算出したものです。
※農地中間管理機構を通した案件も含まれております。

■田（水稲）の部 （１０ａ当たり：円）

地　域　名 平均額

大曲、中仙、仙北、太田

最高額 最低額 データ数

大仙市農業委員会農地賃借料情報大仙市農業委員会農地賃借料情報

神岡、西仙北、協和、南外

（参考）大仙市平均

10,500

8,300

10,100

21,000

18,000

500

1,000

5,973

1,725

7,698

※1　畑については、提供できる賃借料情報が少ないことから表記しません。
※2 （参考）の平均額は、データ数による平均の値です。
※3　データ数とは、集計に用いた筆数です。
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義務化されました！
相続登記の申請
相続登記申請の義務化の主な留意点

1. 義務化の対象者
▷相続や遺贈により不動産を取得した相続人
※施行日より前に不動産を相続して現時点で名義変更を行っていない人も含まれます。

▷相続の開始があったことを知り、かつ、その所有権を取得したことを知った日から3年以内
（義務化の施行日前に発生した相続は施行後3年以内）

2. 申請義務の履行期間

3. 正当な理由がなく登記の申請を怠った場合
▷10万円以下の過料の適用対象

4. 相続人申告登記の創設
▷相続人間の合意が形成できない場合など、速やかに相続登記を申請することができ
ない場合に、自らが相続人であることを申告すれば相続登記の申請義務を果たしたと
みなされる「相続人申告登記」という新たな制度が創設されました
（令和6年4月1日施行）

農業者年金受給者の皆様へ
現況届は忘れずに提出を！！

農業者の皆様へ

詳しくは法務局にご確認下さい。

現況届は、年金受給者が年金を受給するため必要な毎年の手続きです。
●現況届が届く時期は：現況届の用紙は農業者年金基金から5月末頃に直接受給者ご本人あて
　に送付されます。
●現況届の提出はいつまで：受給者本人が記入・署名し6月中に住所地の農業委員会へ提出し
　てください。代理人が記入する場合は「代理人の欄」も記入してください。
●提出を忘れるとどうなりますか：11月の支払いから提出されるまでの間、年金支払いが差し
　止められますのでご注意ください。
●記入を間違った場合は：間違った箇所に二本線を引き、余白に書き直してください。訂正印は
　不要です。
●受給者が亡くなっている場合は：現況届の提出は不要ですが、死亡届等の手続きをお近く
　のJAで行ってください。
●住所変更した場合は：現況届は新しい住所地の農業委員会に提出してください。また住所変更
　の手続きをお近くにJAで行ってください。
※経営移譲年金・特例付加年金を受給している方については「自己チェック」を確認の上、必ず
　記入して提出してください。
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編
集
後
記

　

昨
年
は
元
日
か
ら
の
大
災
害
に
始

ま
り
、
夏
の
大
雨
被
害
と
、
心
穏
や

か
な
ら
ざ
る
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

今
年
こ
そ
平
穏
な
毎
日
が
過
ぎ
て
く

れ
れ
ば
と
思
う
春
で
あ
り
ま
す
。
現

状
を
見
ま
す
と
、
農
業
生
産
を
続
け

て
ゆ
く
に
は
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
資

材
価
格
の
高
騰
が
続
い
て
い
る
訳
で
、

我
々
農
家
に
と
っ
て
は
依
然
と
し
て

生
産
環
境
の
改
善
は
進
ま
ず
大
変
厳

し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
去
年
か
ら
の
米
価
上
昇
に

よ
り
、
個
人
・
法
人
・
会
社
等
共
に

少
し
息
継
ぎ
が
出
来
た
感
は
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
問
題
は
今

年
を
含
め
て
今
後
米
価
が
ど
う
な
っ

て
ゆ
く
の
か
心
配
が
尽
き
ま
せ
ん
。

消
費
者
の
方
々
に
は
申
し
訳
な
い
で

す
が
、
経
費
が
上
昇
を
続
け
る
中
、

生
産
者
は
そ
れ
ほ
ど
潤
っ
て
い
ま
せ

ん
。
食
料
安
全
保
障
の
面
で
も
っ
と

生
産
者
へ
の
理
解
が
進
む
こ
と
を
期

待
し
た
い
も
の
で
す
。

　

な
お
、
各
地
域
の
農
業
委
員
、
推

進
委
員
は
、
農
地
の
集
約
化
や
、
担

い
手
の
問
題
、
遊
休
農
地
へ
の
対
応

な
ど
日
々
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
年
度
も
農
業
委
員
会
活
動
に
ご
理

解
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

広
報
専
門
委
員　

髙
川　

吉
昭

（
大
曲
地
域
）

農
業
委
員
会
だ
よ
り【
第
二
十
八
号
】

■
発
行
／
大
仙
巿
農
業
委
員
会

　
〒
０
１
９
ー
１
７
０
１

　
秋
田
県
大
仙
巿
神
宮
寺
字
蓮
沼
１６
ー
３

■
編
集
／
大
仙
巿
農
業
委
員
会
広
報
専
門
委
員
会

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
８
７（
72
）４
６
１
１

■
印
刷
／
㈱
松
本
印
刷

このまちと みんなの未来に 華よ咲け
　

太
田
国
見
地
区
の
田
口
沙
季

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

沙
季
さ
ん
は
埼
玉
県
朝
霞
市
で

生
ま
れ
、
19
歳
か
ら
２
年
間
地
元

の
農
業
大
学
校
で
、
主
に
ジ
ャ
ガ

イ
モ
と
カ
ブ
の
栽
培
を
学
び
ま
し

た
。
農
業
を
学
ぶ
き
っ
か
け
は
、

幼
い
こ
ろ
長
野
県
の
諏
訪
湖
近
く

に
住
む
祖
母
の
家
を
訪
れ
た
際
に
、

畑
作
業
に
励
む
祖
母
の
姿
を
見
て

野
菜
作
り
に
興
味
を
持
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

そ
の
後
、
埼
玉
県
小
川
町
で
有

機
農
業
を
実
践
し
て
い
る
株
式
会

社
久
野
農
園
に
就
職
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
土
作
り
か
ら
農
産
物
の
販

売
ま
で
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

夫
の
悦
章
さ
ん
で
す
が
、
高
校
卒

業
後
東
京
の
土
木
建
築
の
専
門
学

校
で
施
工
管
理
の
資
格
を
取
得
し

ま
し
た
。
様
々
な
職
種
を
経
験
後
、

食
に
興
味
を
持
ち
久
野
農
園
で
働

き
出
し
、
沙
季
さ
ん
と
出
会
い
共

に
汗
を
流
し
働
い
た
そ
う
で
す
。

　

悦
章
さ
ん
は
父
親
が
病
気
と
な

り
、
実
家
の
あ
る
秋
田
で
生
活
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
病
状

が
落
ち
着
い
た
１
年
後
に
、
沙
季

さ
ん
も
秋
田
に
嫁
い
で
来
ま
し
た
。

自
分
で
農
業
を
や
る
こ
と
に
な
り
、

体
を
動
か
す
こ
と
は
好
き
で
し
た

が
、
知
ら
な
い
土
地
で
子
育
て
を

し
な
が
ら
農
業
が
出
来
る
か
心
配

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
冬
は
埼
玉
県

と
違
い
農
地
が
雪
で
覆
わ
れ
る

た
め
収
穫
物
が
限
ら
れ
る
中
、
い

ぶ
り
が
っ
こ
製
造
の
取
り
組
み
に

至
り
ま
し
た
。
い
ぶ
り
が
っ
こ
製

造
施
設
の
建
築
に
は
悦
章
さ
ん
の

協
力
を
得
る
な
ど
、
今
で
は
子
供

も
３
人
と
な
り
、
家
族
と
地
域
の

人
が
共
に
作
る
い
ぶ
り
が
っ
こ
を

美
味
し
い
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
ん
な
沙
季
さ
ん
を
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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長
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管
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②

管
内
農
業
者
等
の
紹
介
②

た
ぐ
ち　
　

 

さ 

き

よ
し
あ
き


